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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
姉
さ
ん
二
人
で
―
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
７
４
３
Ｏ

【
作
者
名
】

　
夕
凪
　
渚

【
あ
ら
す
じ
】

　
血
縁
関
係
が
な
い
姉
二
人
に
迫
ら
れ
る
主
人
公
。

最
初
は
拒
み
が
ち
だ
っ
た
が
、
流
さ
れ
つ
つ
も
主
人
公
は
―
―
―
―
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１
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

「
…
…
く
ん
？
　
…
…
か
く
ん
」

　
誰
か
が
呼
ん
で
い
る
。

「
来
夏
く
ん
。
朝
だ
よ
？
」

「
ん
…
…
…
…
あ
ぁ
」

　
若
干
、
気
が
抜
け
た
よ
う
な
声
が
喉
か
ら
出
る
。

「
準
備
し
て
い
る
か
ら
、
早
く
下
り
て
き
て
ね
♪
」

　
あ
ー
…
…
…
…
。
着
替
え
―
―
か
。

「
お
は
よ
、
来
夏
」

　
居
間
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
先
客
が
二
人
。

「
…
…
…
…
父
さ
ん
と
母
さ
ん
は
？
」

「
あ
ー
、
二
人
と
も
も
う
出
た
よ
」

　
そ
う
答
え
て
く
れ
る
の
は
、
一
番
上
の
姉
―
―
千
沙
姉
さ
ん
。

「
来
夏
く
ん
、
ご
飯
と
パ
ン
。
ど
っ
ち
？
」

「
あ
、
パ
ン
で
お
願
い
し
ま
す
」

　
こ
う
聞
い
て
き
た
の
は
二
人
目
の
姉
―
―
実
里
姉
さ
ん
。

　
習
慣
―
―
か
分
か
ら
な
い
が
、
自
分
は
姉
二
人
よ
り
早
く
家
を
出
る
。

「
ん
ー
！
　
出
発
ぅ
！
」

　
こ
い
つ
も
一
緒
に
…
…
…
…
。

「
ん
あ
？
」

　
千
佳
。
自
分
の
妹
。

「
行
く
よ
？
　
行
か
な
い
と
学
校
に
は
着
か
な
い
よ
？
」

「
あ
ー
…
…
は
い
は
い
」
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「
坂
上
ぃ
～
」

　
あ
…
…
来
や
が
っ
た
。

「
よ
っ
す
！
」

「
あ
ー
。
う
ん
」

　
こ
い
つ
は
中
村
真
琴
。
あ
、
う
ん
…
…
何
と
言
う
か
―
―
―
―
。

「
今
日
は
妹
だ
け
か
～
？
　
姉
上
さ
ん
達
は
？
　
あ
の
人
達
に
会
い
た
い
ぜ
ぇ

～
」

　
コ
イ
ツ
を
一
言
で
表
す
な
ら
―
―
―
―
姉
萌
え
。

　
午
前
中
の
授
業
が
終
わ
り
、
机
に
突
っ
伏
す
…
…
…
…
。

「
う
ぉ
あ
…
…
疲
れ
た
」

「
あ
？
　
飯
、
食
い
に
行
か
な
い
の
か
？
　
俺
は
行
く
ぞ
ぉ
～
」

　
な
ん
で
、
真
琴
は
こ
ん
な
に
も
元
気
な
ん
だ
…
…
？

「
…
…
今
起
き
る
。
待
っ
て
く
れ
」

食
べ
に
行
く
―
―
と
言
っ
て
も
、
売
店
だ
け
ど
。

「
ん
―
―
―
―
ど
れ
に
す
る
か
…
…
」

　
ジ
ャ
ム
パ
ン
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
…
…
。
あ
、
惣
菜
系
も
い
い
な
ぁ
…
…
。

「
あ
ぁ
、
来
夏
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
買
っ
と
い
た
よ
」

「
あ
…
…
千
沙
姉
さ
ん
」

　
行
き
場
を
求
め
て
い
た
手
に
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
握
ら
さ
れ
る
。

「
え
っ
と
…
…
何
円
？
」

「
い
ー
の
。
と
っ
と
き
な
！
」

　
そ
れ
だ
け
言
っ
て
、
千
沙
姉
さ
ん
は
去
っ
て
行
っ
た
。

「
…
…
い
い
な
ぁ
。
姉
っ
て
」

　
真
琴
が
何
か
呟
い
て
い
る
が
、
無
視
。

―
―
レ
タ
ト
マ
ベ
ー
コ
ン
チ
キ
ン
　
　
２
９
８
円
―
―
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値
段
、
書
い
て
る
じ
ゃ
ん
…
…
。
あ
と
で
返
さ
な
い
と
。
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２
　
紅
茶

「
放
課
後
で
す
よ
～
　
下
校
で
す
よ
～
」

　
家
へ
と
向
か
う
道
。

　
自
分
の
周
囲
を
ち
ょ
こ
ま
か
と
走
り
回
る
千
佳
。

「
早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
！
　
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
」

「
ん
？
」

「
千
佳
、
今
日
は
予
定
が
あ
る
の
で
、
と
っ
と
と
兄
さ
ん
は
帰
り
な
さ
い
！
」

　
い
や
、
兄
に
向
っ
て
帰
り
な
さ
い
―
―
―
―
っ
て
。

「
…
…
…
…
…
…
そ
う
す
れ
ば
、
姉
さ
ん
も
喜
ぶ
ん
で
す
よ
」

「
あ
？
」

　
何
か
を
呟
い
て
い
た
よ
う
だ
が
―
―
。

「
い
え
、
な
ん
で
も
無
い
で
す
よ
。
で
は
」

「
あ
…
…
う
ん
」

「
た
だ
い
ま
～
」

　
玄
関
の
扉
を
開
け
る
と
同
時
。

　
ブ
ド
ウ
…
…
だ
ろ
う
か
。
甘
酸
っ
ぱ
い
匂
い
が
満
ち
る
。

「
お
か
え
り
♪
」

　
居
間
に
つ
な
が
る
扉
か
ら
実
里
姉
さ
ん
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

「
紅
茶
、
飲
む
？
」

　
あ
あ
、
こ
の
匂
い
は
紅
茶
か
。

「
は
い
、
頂
き
ま
す
」

　
千
沙
姉
さ
ん
は
既
に
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
に
口
を
つ
け
て
い
た
。

「
ん
？
　
来
夏
も
飲
む
の
か
」

　
中
央
の
皿
に
あ
る
ク
ッ
キ
ー
に
手
を
伸
ば
す
千
沙
姉
さ
ん
。

　
千
沙
姉
さ
ん
の
向
い
側
に
腰
か
け
、
ネ
ク
タ
イ
を
緩
め
る
。
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テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
に
注
が
れ
る
紅
茶
。
銘
柄
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
瞬
で
匂
い

が
広
が
る
。

「
う
お
ぁ
…
…
…
…
」

　
実
里
姉
さ
ん
も
椅
子
に
腰
か
け
る
。

「
ね
ぇ
～
。
来
夏
は
今
度
の
土
曜
、
暇
？
」

　
ん
？
　
唐
突
に
な
ん
だ
ろ
う
。

「
え
？
　
ま
ぁ
―
―
大
丈
夫
で
す
よ
」

「
よ
か
っ
た
ぁ
～
。
さ
っ
き
、
千
沙
ち
ゃ
ん
と
話
し
て
た
ん
だ
け
ど
、
三
人
で

出
か
け
よ
！
」

　
ず
い
。
と
、
身
を
寄
せ
て
く
る
実
里
姉
さ
ん
。
髪
が
舞
い
、
一
瞬
―
―
紅
茶

の
香
り
な
の
か
、
姉
さ
ん
の
髪
の
香
り
な
の
か
…
…
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。

「
え
、
え
と
、
姉
さ
ん
。
こ
の
紅
茶
は
？
」

「
こ
れ
？
　
こ
れ
は
ね
、
エ
ト
ワ
ー
ル
　
ロ
ゼ
っ
て
言
う
紅
茶
。
香
り
は
ロ
ゼ

ワ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ん
だ
っ
て
」

　
基
本
的
に
紅
茶
な
ど
、
茶
葉
は
実
里
姉
さ
ん
が
買
っ
て
き
て
い
る
。

　
エ
ト
ワ
ー
ル
　
ロ
ゼ
か
…
…
。
特
徴
的
な
香
り
だ
な
ぁ
―
―
―
―
一
口
含
ん

で
感
想
。

―
―
あ
ん
ま
り
、
普
通
の
と
変
わ
ら
な
い
…
…
―
―

　
無
知
な
自
分
で
は
、
そ
の
程
度
の
感
想
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
…
…
。
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３
　
充
実
…
…
？

　
さ
て
。
土
曜
日
で
あ
る
。

　
快
晴
で
あ
る
。
出
掛
け
る
の
に
は
絶
好
の
日
で
あ
る
。

　
で
、
準
備
を
済
ま
せ
て
玄
関
で
待
っ
て
い
る
―
―
―
―
だ
が
。

　
姉
さ
ん
た
ち
、
遅
い
な
ぁ
…
…
。

「
お
待
た
せ
！
」

「
姉
さ
ん
遅
―
―
―
―
」

　
…
…
姉
さ
ん
―
―
だ
よ
な
ぁ
？

　
部
屋
着
、
制
服
は
見
慣
れ
て
い
る
け
ど
…
…
…
…
。
実
里
姉
さ
ん
の
服
装
を

見
た
と
同
時
、
う
ん
。
言
葉
を
失
っ
た
よ
。

　
服
と
か
に
詳
し
く
な
い
の
で
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
け
ど
―
―
―
―
少
し
ゴ

シ
ッ
ク
調
の
服
装
。

　
腰
ま
で
届
く
黒
髪
は
ツ
イ
ン
テ
ー
ル
に
し
て
い
る
。

　
っ
と
…
…
あ
れ
？

「
千
沙
姉
さ
ん
は
？
」

　
玄
関
に
姿
を
現
し
た
の
は
、
実
里
姉
さ
ん
だ
け
。
千
沙
姉
さ
ん
は
…
…
。

「
千
沙
ち
ゃ
ん
な
ら
、
生
徒
会
か
ら
手
伝
い
要
請
が
来
た
っ
て
」

　
あ
ー
…
…
。

　
千
沙
姉
さ
ん
の
友
人
の
一
人
に
、
生
徒
会
長
が
い
た
り
す
る
。
た
ま
に
呼
ば

れ
て
行
く
ん
だ
よ
な
ぁ
。

「
だ
か
ら
、
今
日
は
私
と
行
こ
！
」

「
あ
ー
…
…
了
解
」

　
ん
？
　
微
妙
な
違
和
感
。

　
最
寄
り
の
駅
。
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
、
列
車
を
待
つ
。

「
と
こ
ろ
で
来
夏
く
ん
」
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「
は
い
？
」

　
隣
に
立
つ
実
里
姉
さ
ん
が
、
前
を
見
据
え
た
ま
ま
問
い
か
け
る
。

「
…
…
…
…
好
き
な
子
と
か
、
居
る
の
？
」

「
は
い
ぃ
？
」

「
声
大
き
い
」

　
…
…
…
…
な
ら
、
聞
か
な
い
で
よ
。

　
と
言
う
か
、
好
き
な
子
―
―
っ
て
…
…
。

　
考
え
た
事
も
無
か
っ
た
な
…
…
。
今
の
状
況
に
甘
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
血
縁
関
係
が
無
い
姉
さ
ん
二
人
と
、
妹
が
一
人
。

　
充
実
―
―
し
て
い
る
の
か
？

　
実
里
姉
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
は
、
紅
茶
の
専
門
店
だ
っ
た
。

　
が
、
終
始
、
そ
の
考
え
が
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
…
…
…
…
。
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４
　
告
白
…
…
…
…

　
庭
―
―
と
言
っ
て
も
、
そ
う
広
く
な
い
庭
。

　
縁
側
に
腰
か
け
、
空
を
見
上
げ
る
。

「
―
―
―
―
充
実
か
ぁ
…
…
」

　
実
里
姉
さ
ん
は
夕
食
の
準
備
。

　
千
佳
は
自
分
の
部
屋
。

　
千
沙
姉
さ
ん
は
…
…
ま
だ
見
て
な
い
な
。

「
私
は
ね
、
今
に
感
謝
し
て
る
」

「
千
沙
姉
さ
ん
…
…
」

　
帰
っ
て
た
ん
だ
―
―
―
―
て
か
、
聞
か
れ
て
た
…
…
？

「
母
さ
ん
が
再
婚
し
て
、
来
夏
が
弟
に
な
っ
て
―
―
―
―
私
た
ち
は
ね
、
可
愛

い
弟
と
、
大
好
き
な
人
が
出
来
た
…
…
ね
？
」

　
好
き
な
っ
て
！
？

　
自
分
を
、
後
ろ
か
ら
抱
き
締
め
る
千
沙
姉
さ
ん
―
―
―
―
。

「
私
は
、
来
夏
が
大
好
き
だ
よ
…
…
。
ラ
イ
ク
じ
ゃ
な
く
て
、
ラ
ブ
で
」

「
っ
…
…
…
…
！
」

　
耳
元
で
さ
さ
や
か
れ
る
言
葉
。

　
自
分
は
―
―
自
分
は
…
…
…
…
。

「
答
え
は
、
聞
か
な
い
よ
…
…
…
…
今
は
、
来
夏
の
姉
で
い
い
か
ら
」

「
あ
ぁ
…
…
う
ん
…
…
…
…
」

　
姉
さ
ん
は
あ
あ
言
っ
た
が
、
意
識
出
来
な
い
筈
が
な
い
。

家
族
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
た
食
事
の
際
も
、
目
を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
…
…
。

　
一
人
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
あ
の
言
葉
が
頭
の
中
に
響
く
。

『
私
は
、
来
夏
が
大
好
き
だ
よ
…
…
。
ラ
イ
ク
じ
ゃ
な
く
て
、
ラ
ブ
で
』

　
姉
さ
ん
を
、
恋
愛
対
象
と
し
て
見
た
こ
と
は
―
―
―
―
無
い
…
…
と
は
言
わ
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な
い
。
で
も
…
…
な
ぁ
。

「
来
夏
く
ん
、
ち
ょ
っ
と
い
い
…
…
？
」

「
あ
ー
…
…
ど
う
ぞ
」

　
部
屋
の
戸
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
寝
間
着
姿
の
実
里
姉
さ
ん
。

「
入
る
ね
」

　
…
…
…
…
…
…
。
千
沙
姉
さ
ん
の
事
が
あ
る
か
ら
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
て

し
ま
う
。

「
千
沙
ち
ゃ
ん
に
聞
い
た
よ
…
…
…
…
」

　
何
か
。
聞
か
な
く
て
も
分
か
る
…
…
。

「
…
…
…
…
私
も
、
だ
よ
！
」

　
目
の
前
の
姉
さ
ん
が
跳
躍
し
て
―
―
―
―
自
分
に
抱
き
つ
く
！
？

「
ラ
ブ
―
―
な
ん
か
じ
ゃ
例
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
、
私
は
大
好
き
！
」

「
ち
ょ
、
姉
さ
ん
―
―
む
ぐ
っ
！
」

　
自
然
に
出
た
言
葉
が
―
―
―
―
―
―
―
―
。

　
姉
さ
ん
の
、
唇
で
、
塞
が
れ
る
―
―
―
―
―
―
。

「
ね
、
姉
さ
ん
…
…
？
」

「
…
…
…
…
私
は
、
本
気
だ
か
ら
…
…
…
…
…
…
」
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５
　
普
通
…
…
？

　
…
…
…
…
…
…
…
…
。

　
気
付
か
ぬ
う
ち
に
、
寝
て
い
た
か
…
…
。

　
昼
で
あ
る
。

　
学
校
で
あ
る
。

　
つ
い
で
に
言
う
と
、
屋
上
の
タ
ン
ク
横
。
死
角
だ
し
、
誰
も
来
な
い
。

　
だ
か
ら
、
一
人
で
何
か
を
考
え
る
に
は
良
い
場
所
。

　
…
…
…
…
。
姉
さ
ん
達
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
に
、
血
が
繋
が
っ
て
な
い

か
ら
セ
ー
フ
…
…
？

　
で
も
、
な
ぁ
…
…
。

　
そ
れ
に
、
自
分
の
感
情
は
「
嫌
い
じ
ゃ
な
い
」
つ
ま
り
、
以
上
未
満
。

　
曖
昧
な
想
い
で
、
答
え
を
出
し
た
く
な
い
。

　
そ
れ
に
、
も
し
も
拒
ん
で
し
ま
え
ば
―
―
―
―
い
や
、
考
え
る
の
は
止
そ
う
。

「
来
夏
…
…
？
」

「
千
沙
姉
さ
ん
…
…
」

　
ど
う
し
て
、
姉
さ
ん
達
は
自
分
に
近
づ
い
て
く
る
の
か
…
…
…
…
。

「
昨
日
…
…
」

「
っ
…
…
！
」

　
姉
さ
ん
が
、
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
る
。

　
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
昨
日
の
こ
と
を
。

「
…
…
…
…
…
…
私
も
、
し
て
い
い
？
」

　
は
い
？

　
頬
を
朱
に
染
め
て
、
俯
き
な
が
ら
―
―
短
く
告
げ
ら
れ
る
言
葉
。

　
千
沙
姉
さ
ん
は
こ
ん
な
キ
ャ
ラ
じ
ゃ
…
…
。

「
―
―
―
―
―
―
ご
め
ん
」

　
つ
い
最
近
―
―
記
憶
に
も
新
し
い
感
触
…
…
…
…
…
…
。
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…
…
…
…
…
…
。

　
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
…
…
。

　
そ
り
ゃ
、
姉
二
人
が
自
分
に
対
し
て
―
―
そ
の
、
あ
れ
だ
。
好
き
で
い
て
く

れ
た
の
は
嬉
し
い
。

　
で
も
、
自
分
は
…
…
？

　
普
通
な
ら
、
姉
に
対
し
て
恋
愛
感
情
を
抱
く
な
ん
て
―
―
普
通
は
な
い
だ
ろ

う
。

　
で
も
、
普
通
じ
ゃ
な
い
。

　
普
通
じ
ゃ
な
い
け
ど
…
…
。

　
き
ち
ん
と
、
考
え
る
時
間
が
欲
し
い
…
…
…
…
。
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６
　
睡
眠
…
…

　
朝
起
き
て
。

　
状
況
が
変
わ
る
は
ず
も
な
く
。

　
…
…
…
…
…
…
あ
れ
？

「
！
？
」

「
…
…
…
…
…
…
す
う
」

「
は
う
ぅ
…
…
…
…
」

　
ど
う
し
て
、
姉
さ
ん
二
人
が
、
自
分
の
部
屋
―
―
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
ん
だ

！
？

　
…
…
…
…
…
…
…
…
落
ち
着
い
て
考
え
よ
う
。
昨
日
、
何
が
あ
っ
た
か
。

　
え
っ
と
…
…
。
実
里
姉
さ
ん
が
一
緒
に
寝
る
！
　
っ
て
言
い
だ
し
て
、
そ
れ

な
ら
私
も
…
…
と
千
沙
姉
さ
ん
も
来
て
。

　
血
が
繋
が
っ
て
な
い
か
ら
、
何
が
あ
っ
て
も
大
丈
夫
！
　
と
両
親
も
悪
乗
り

し
て
…
…
…
…
。

　
…
…
…
…
…
…
。
ど
う
し
ろ
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。

　
ま
だ
、
答
え
の
糸
口
す
ら
掴
め
て
い
な
い
の
に
。

　
て
か
、
状
況
に
流
さ
れ
て
い
る
気
が
…
…
。

「
あ
ふ
ぅ
…
…
…
…
。
お
は
よ
、
来
夏
―
―
―
―
あ
う
ぅ
…
…
ま
だ
眠
い
よ
ぉ
」

　
ま
だ
寝
ぼ
け
て
い
る
よ
う
な
実
里
姉
さ
ん
―
―
―
―
い
や
、
ど
う
し
て
、
抱

き
つ
い
た
ま
ま
寝
る
の
か
。

　
…
…
…
…
い
や
、
腕
が
…
…
谷
間
に
―
―
―
―
―
。

「
あ
ー
ず
る
い
…
…
…
…
私
も
」

　
っ
て
、
千
沙
姉
さ
ん
も
起
き
て
た
の
！
？

　
…
…
…
…
現
在
の
状
況
。
両
腕
を
二
人
の
姉
に
占
領
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
姉
二

名
は
眠
り
ま
し
た
と
。

　
い
や
、
落
ち
着
い
て
い
い
状
況
じ
ゃ
な
い
！

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
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も
う
ど
ー
で
も
い
い
や
。

　
寝
て
や
る
…
…
。

　
当
然
、
寝
れ
る
筈
も
な
く
。

「
眠
い
…
…
…
…
…
…
」

　
そ
の
反
面
―
―
―
―
。

「
ね
ぇ
、
千
沙
ち
ゃ
ん
―
―
今
日
、
ど
こ
か
行
く
？
」

「
ん
～
…
…
。
生
徒
会
に
呼
ば
れ
て
な
い
か
ら
―
―
―
―
来
夏
が
行
く
な
ら
」

　
い
や
ぁ
～
二
人
と
も
元
気
で
す
ね
ぇ
…
…
…
…
。

　
で
も
、
正
直
言
う
と
―
―
―
―
嫌
な
眠
気
で
は
な
か
っ
た
…
…
。

　
あ
れ
？
　
な
ん
で
嫌
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ろ
う
…
…
。
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７
　
小
孤
炉
さ
ん

　
さ
て
。
今
日
一
日
、
学
校
が
終
わ
り
ま
し
た
～

　
珍
し
く
、
今
日
は
一
人
で
帰
っ
て
い
る
。

　
…
…
…
…
珍
し
く
？

「
お
っ
と
、
久
し
い
顔
だ
な
」

「
？
」

　
上
か
ら
の
声
―
―
―
―
上
か
ら
？

　
上
っ
て
…
…
ど
こ
か
ら
？

「
こ
っ
ち
だ
こ
っ
ち
」

　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
す
か
―
―
―
―
っ
と
。
確
か
に
久

し
ぶ
り
で
す
。

「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
小
孤
炉
さ
ん
」

　
な
ん
か
、
そ
っ
ち
方
面
の
名
前
み
た
く
聞
こ
え
る
が
、
作
家
さ
ん
で
〈
小
孤

炉
〉
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
だ
。

　
書
か
れ
た
小
説
―
―
て
か
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
け
ど
…

…
…
…
。

　
結
構
面
白
く
て
、
絵
も
綺
麗
で
―
―
あ
、
絵
は
関
係
な
い
な
。

「
ま
た
家
に
来
て
ね
！
　
あ
、
姉
弟
そ
ろ
っ
て
、
ね
」

「
あ
ー
…
…
は
い
覚
え
て
お
き
ま
す
…
…
…
…
」

　
再
び
歩
き
出
す
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
」

「
へ
…
…
？
」

　
振
り
向
く
と
同
時
、
大
き
く
弧
を
描
い
て
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
飛
ん
で
く
る
！

　
ぎ
り
ぎ
り
片
手
で
キ
ャ
ッ
チ
！

「
…
…
…
…
？
」

「
あ
ー
、
持
っ
て
け
！
」

　
表
情
で
分
か
っ
て
も
ら
え
た
の
か
、
少
し
の
思
案
の
後
、
そ
う
言
わ
れ
た
。
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…
…
で
も
こ
れ
、
超
甘
い
コ
ー
ヒ
ー
じ
ゃ
…
…
。

　
黄
色
が
メ
イ
ン
で
、
黒
で
文
字
が
入
っ
て
い
る
。
マ
ッ
ク
ス
―
―
―
―
と
。
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８
　
流
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

「
た
だ
い
ま
ー
」

「
お
か
え
り
ー
」

　
あ
れ
？
　
一
人
か
…
…
。

　
居
間
に
行
っ
て
確
認
。

「
あ
あ
、
実
里
姉
さ
ん
か
―
―
―
―
千
沙
姉
さ
ん
は
？
」

「
ま
た
生
徒
会
…
…
…
…
こ
こ
だ
け
の
話
だ
け
ど
、
生
徒
会
会
計
が
引
き
こ
も

り
で
、
姉
さ
ん
が
そ
の
代
役
に
入
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
～
」

　
引
き
こ
も
り
ね
ぇ
…
…
…
…
。

「
じ
ゃ
ぁ
、
自
分
の
部
屋
に
行
く
―
―
―
―
」

　
そ
う
言
っ
て
、
扉
を
閉
め
よ
う
と
す
る
。
が
―
―
―
―
。

「
待
っ
て
よ
…
…
」

「
へ
―
―
―
―
？
」

　
袖
を
握
ら
れ
、
動
き
を
止
め
ら
れ
る
。

「
す
ぐ
逃
げ
て
―
―
―
―
そ
ん
な
に
私
た
ち
が
嫌
い
？
」

　
い
き
な
り
―
―
―
―
な
ん
で
？

「
そ
う
や
っ
て
避
け
ら
れ
る
な
ら
―
―
―
―
好
き
な
ん
て
、
言
わ
な
け
れ
ば
良

か
っ
た
―
―
―
―
」

　
そ
う
呟
い
て
、
姉
さ
ん
は
袖
を
握
っ
た
ま
ま
―
―
そ
の
目
か
ら
大
粒
の
涙
を

零
す
。

「
…
…
…
…
…
…
」

　
無
意
識
―
―
と
言
う
か
、
自
然
に
腕
が
伸
び
て
…
…
…
…
。

　
ぎ
ゅ
…
…
っ
と
、
姉
さ
ん
を
抱
き
し
め
て
い
た
―
―
―
―
―
―
。

「
ら
い
か
ぁ
…
…
…
…
」

　
自
分
は
流
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
で
も
、
自
分
は
言
っ
て
や
る
。

―
―
自
分
を
こ
こ
ま
で
想
っ
て
く
れ
る
人
を
、
嫌
い
に
な
ん
て
な
れ
な
い
し
、
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突
き
放
せ
な
い
。

例
え
そ
れ
が
、
姉
で
あ
っ
て
も
…
…
…
…
―
―

　
自
分
の
中
で
呟
い
て
、
姉
さ
ん
に
向
き
直
る
。

「
ん
…
…
…
…
」

　
姉
さ
ん
は
顔
を
上
げ
、
一
瞬
目
を
合
わ
せ
た
後
、
目
を
つ
ぶ
る
。

　
言
わ
な
い
で
も
分
か
る
。

　
だ
か
ら
、
今
は
自
分
の
意
思
で
―
―
―
―
。

　
身
長
差
か
ら
、
俯
く
よ
う
な
動
作
で
―
―
―
―
姉
さ
ん
と
唇
を
重
ね
る
。

「
あ
り
が
と
―
―
来
夏
」

　
少
し
、
変
わ
っ
て
見
え
る
姉
さ
ん
。

　
何
と
言
う
か
…
…
…
…
自
分
は
、
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
な
。

　
で
も
、
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
よ
な
―
―
―
―
。

　
千
沙
姉
さ
ん
…
…
…
…
。
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９
　
や
っ
ぱ
り
、
流
さ
れ
て
る
？

　
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
全
員
そ
ろ
っ
て
の
登
校
。

　
登
校
な
の
だ
が
…
…
…
…
。

「
来
夏
♪
　
ら
い
か
♪
　
ラ
イ
カ
♪
」

　
…
…
…
…
実
里
姉
さ
ん
を
ど
う
に
か
し
て
下
さ
い
―
―
―
―
あ
あ
、
原
因
は

自
分
な
の
か
…
…
。

「
…
…
…
…
」

　
千
沙
姉
さ
ん
の
目
線
が
怖
い
で
す
…
…
。

「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
何
か
い
い
こ
と
あ
っ
た
の
？
」

「
え
ー
？
　
ふ
ふ
ふ
、
秘
密
！
」

　
千
佳
の
質
問
と
、
そ
れ
に
答
え
る
実
里
姉
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
。

　
そ
し
て
、
周
囲
の
目
が
…
…
痛
い
。

「
来
夏
―
？
」

　
昼
休
み
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
実
里
姉
さ
ん
に
追
わ
れ
て
い
る
…
…
。

　
屋
上
、
い
つ
も
の
場
所
は
実
里
姉
さ
ん
は
知
ら
な
い
。

　
な
ら
そ
こ
に
逃
げ
込
む
一
手
！

「
…
…
…
…
…
…
…
…
」

　
待
つ
こ
と
数
分
。

「
行
っ
た
か
…
…
…
…
」

　
立
ち
上
が
り
、
歩
き
出
し
た
刹
那
！

　
誰
か
に
背
後
か
ら
抱
き
つ
か
れ
る
！
？

「
来
夏
…
…
」

「
―
―
―
―
千
沙
、
姉
さ
ん
…
…
…
…
」

　
後
ろ
―
―
か
…
…
タ
ン
ク
の
陰
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
分
か
ら
な
い
…
…
。

「
私
も
、
泣
い
た
ら
…
…
…
…
キ
ス
し
て
く
れ
る
？
」
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あ
ぁ
…
…
や
っ
ぱ
り
、
全
部
分
か
っ
て
い
る
の
か
―
―
―
―
―
―
―
―
。

　
い
ず
れ
来
る
と
分
か
っ
て
た
け
ど
、
自
分
は
選
ば
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

「
ち
ゃ
ん
と
、
実
里
と
話
し
た
…
…
…
…
二
人
一
緒
で
、
い
い
か
ら
―
―
」

　
！
？

「
姉
だ
か
ら
っ
て
理
由
で
、
我
慢
で
き
な
い
よ
ぉ
…
…
」

　
あ
ー
。

　
分
か
っ
て
い
る
よ
、
自
分
は
流
さ
れ
て
い
る
さ
。

　
分
か
っ
て
る
よ
。
だ
か
ら
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。

　
結
果
。
帰
り
道
は
行
き
よ
り
も
大
変
で
す
。

　
実
里
姉
さ
ん
は
行
き
と
変
わ
ら
な
く
て
、
千
沙
姉
さ
ん
は
終
始
無
言
だ
っ
た

―
―
け
ど
。

　
左
右
の
腕
を
抱
か
れ
て
の
帰
宅
で
し
た
…
…
。

　
で
も
、
嫌
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
な
ぁ
―
―
―
―
―
―
。
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１
０
　
そ
れ
で
も
―
―
―
―

　
状
況
整
理
。

　
千
沙
姉
さ
ん
の
発
言
は
本
当
で
し
た
。

『
二
人
一
緒
で
い
い
か
ら
―
―
―
―
』

　
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
。

　
黙
認
さ
れ
る
二
股
じ
ゃ
…
…
？

　
と
言
う
か
、
夕
食
の
席
で
の
事
。

　
姉
さ
ん
二
人
が
左
右
に
陣
取
っ
て
、
そ
れ
も
交
互
に
、

「
あ
～
ん
」

　
攻
撃
…
…
…
…
。

　
寝
よ
う
と
す
れ
ば
、
二
人
が
布
団
に
潜
り
込
ん
で
き
て
…
…
。

　
ま
ぁ
、
先
に
寝
て
く
れ
た
の
で
、
こ
う
し
て
思
案
し
て
い
る
の
だ
が
。

　
こ
こ
数
日
で
、
姉
さ
ん
で
は
な
く
、
女
性
と
し
て
二
人
を
見
れ
た
。

　
将
来
ど
う
な
る
か
な
ん
て
、
分
か
ら
な
い
。
け
ど
―
―
―
―
。

　
や
っ
ぱ
り
、
二
人
は
好
き
だ
…
…
。

　
で
も
―
―
ご
め
ん
な
さ
い
。

　
自
分
は
今
の
状
況
に
甘
え
ま
す
…
…
…
…
。

　
二
人
の
姉
さ
ん
の
頬
に
キ
ス
を
し
て
、
自
分
も
眠
り
に
つ
く
。

「
来
夏
、
行
こ
っ
♪
」

「
来
夏
、
行
こ
う
か
」

　
玄
関
で
自
分
を
呼
ぶ
二
人
に
面
と
向
か
っ
て
、
初
め
て
言
う
。

「
千
沙
姉
さ
ん
、
実
里
姉
さ
ん
―
―
―
―
大
好
き
…
…
だ
よ
」

「
！
？
」
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「
え
っ
…
…
？
」

　
頬
の
熱
さ
を
感
じ
つ
つ
、
靴
に
履
き
替
え
て
走
り
出
す
！

「
ち
ょ
、
来
夏
！
」

「
も
う
一
回
、
言
っ
て
…
…
」

　
す
ぐ
に
追
い
つ
か
れ
る
け
ど
、
最
初
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。

「
…
…
行
こ
、
姉
さ
ん
」

「
「
う
ん
！
」
」
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１
０
　
そ
れ
で
も
―
―
―
―
（
後
書
き
）

と
り
あ
え
ず
、
こ
こ
で
終
わ
り
で
す
。

２
と
か
?
を
つ
け
て
、
続
く
と
思
い
ま
す
が
ね
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

姉さん二人で――
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